
バルク反応による遅延蛍光

１重項励起子が２つの３重項励起子に分裂する１重項乖離
反応は、原理的には太陽電池の量子収率を向上させる可能
性があり注目されている。1) また、広いバンドギャップを持つ太
陽電池の増感の機構として、寿命の長い３重項を生じさせ、３
重項融合を利用して、エネルギーの高い励起光を生成させる
エネルギーアップコンバージョンも提案されている。2) 本研究
では、１重項乖離、３重項融合が起こる既知の試料を用いて、
過渡吸収分光法を用いて１重項乖離、３重項融合が起こって
いることを裏付ける新しい手法を開拓する。3)
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図 1.3.1 テトラセン結晶の蛍光 (Prompt) と遅延蛍光に対する磁場効果. 
R. P. Groff et al., Phys. Rev. B 1 815 (1970). M. Colle et al., J. Appl. Phys. 96 6133 (2004).

T1

T1

T1

T1

T1

T1

S1

T1

An arbitrary pair

T1・・・ T1

Transient kinetics

S1 [ TT ] T1+T1

krad

kTF Diffusion

The regeneration kernel

The time distribution of regeneration after dissociation of the associated triplet pair

T1・・・ T1 T1

T1

T1・・・ T1

S1 T1・・・ T1

Fluorescence

kTF

T1 T1

Excitation

DPH

MF

DF

TF

PF


	スライド番号 1

